
県
評
と
静
岡
地
区
労
連
は

3
月
14
日
朝
に
JR
静
岡
駅

北
地
下
道
で
24
国
民
春
闘
全

国
統
一
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
菊
池
議
長
が
「
生
活

改
善
の
た
め
、
物
価
高
騰
を

上
回
る
月
額
３
０
０
０
０
円

以
上
、
時
給
１
９
０
円
以
上

の
賃
上
げ
」
「
い
ま
す
ぐ
全

国
一
律
最
低
賃
金
１
５
０
０

円
」
「
労
働
組
合
に
入
っ
て
、

つ
く
っ
て
、
雇
用
と
労
働
条

件
を
守
ろ
う
」
な
ど
と
訴
え
、

労
働
組
合
の
存
在
を
見
せ
て

要
求
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
早
朝
宣
伝

行
動
は
、
13
日
浜
松
、
18

日
沼
津
の
各
駅
頭
で
も
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本

部
静
岡
支
部
は
、
静
岡
電
電

ビ
ル
前
で
全
国
の
ス
ト
ラ
イ

キ
へ
の
支
援
集
会
を
行
い
ま

し
た
。
榊
原
静
岡
支
部
委
員

長
が
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
完
全
民
営

化
反
対
。
生
活
改
善
が
実
感

で
き
る
大
幅
賃
上
げ
を
通
信

労
組
と
と
も
に
勝
ち
取
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

化
学
一
般
静
岡
川
口
薬
品
支

部
は
、
13
日
の
会
社
と
の
交

渉
結
果
を
回
答
速
報
と
し
て

14
日
に
門
前
配
布
し
ま
し
た
。

当
初
回
答
ベ
ア
２
５
０
０
円
を

７
０
６
１
円
ま
で
引
き
上
げ
て

い
ま
す
。

国
労
静
岡
地
本
は
12
日
に

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲
得
貨
物
総

行
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
午

後
1
時
か
ら
JR
静
岡
駅
北
地

下
道
で
宣
伝
行
動
。
そ
の
後
、

交
通
ビ
ル
に
て
集
会
を
行
い
ま

し
た
。
若
原
委
員
長
は
「
JR

の
安
全
安
定
輸
送
の
確
立
、
赤

字
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
取
り
組

み
を
強
め
JR
と
関
連
会
社
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
・
労
働
条
件
の
改
善
を
実
現

さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

県
評
か
ら
は
菊
池
議
長
が
集
会

に
参
加
し
挨
拶
し
ま
し
た
。

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

は
3
月
15
日
JP
タ
ワ
ー
名
古

屋
中
央
郵
便
局
駅
前
で
ス
ト
ラ

イ
キ
決
起
集
会
を
開
催
し
約

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
西

部
地
区
労
連
か
ら
堀
内
議
長
が

参
加
し
「
静
岡
県
西
部
地
区
の

ホ
ン
ダ
、
ス
ズ
キ
な
ど
は
早
々

に
満
額
回
答
だ
。
し
か
し
中
小

企
業
の
賃
金
底
上
げ
が
大
事
」

と
連
帯
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
直
接
ス
ト
ラ
イ
キ
や

支
援
集
会
な
ど
を
行
わ
な
い
単

産
で
も
大
幅
賃
上
げ
を
目
指
し

多
彩
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

静
岡
自
治
労
連
で
は
、
各
単

組
も
積
極
的
に
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
伊
東
市
職
労

連
は
、
14
日
に
退
庁
時
集
会

と
本
庁
の
残
業
実
態
調
査
に
取

り
組
み
、
15
日
に
は
春
闘
宣

伝
ビ
ラ
を
配
布
し
、
3
月
6

日
に
は
、
伊
東
地
域
労
連
と
し

て
春
闘
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

浜
松
市
職
で
は
14
日
に
24
春

闘
要
求
書
を
提
出
し
、
組
合
員

の
切
実
な
要
求
の
実
現
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
14
日

を
中
心
と
し
て
24
春
闘
の
要

求
書
づ
く
り
や
組
合
員
と
の
対

話
、
団
体
交
渉
の
準
備
を
す
す

め
、
賃
金
引
き
上
げ
や
労
働
条

件
改
善
を
目
指
す
た
た
か
い
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
保
育
労
た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
で
は
、
賃
上
げ
要
求
の
看
板

と
あ
わ
せ
て
「
保
育
士
を
ふ
や

し
て
」
の
看
板
を
設
置
し
、
保

護
者
、
地
域
の
方
達
に
も
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

医
労
連
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
組
は

3
月
27
日
に
23
年
度
の
賃
金

交
渉
の
状
況
に
に
つ
い
て
朝
ビ

ラ
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
で
は
静
岡
地
区
労
連
や

西
部
地
区
労
連
が
、
様
々
な
春

闘
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

西
部
で
は
大
企
業
門
前
宣
伝
を

の
べ
31
人
で
行
い
（
ホ
ン
ダ
・

ヤ
マ
ハ
・
JR
浜
松
工
場
・
ホ

ト
ニ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
・
浜
松
市

役
所
）
春
闘
ビ
ラ
を
１
９
３
０

枚
配
り
ま
し
た
。
２
月
14
日

に
は
、
浜
松
商
工
会
議
所
、
浜

松
市
役
所
人
事
課
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
に
は
、

憲
法
の
理
念
に
沿
っ
て
、
市
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
い
う

責
務
が
あ
る
の
で
、
市
民
の
い

の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

で
き
う
る
限
り
の
施
策
の
実
施

を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
特
に
、

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
生
か

し
、
防
災
体
制
を
強
化
す
る
た

め
に
、
自
治
体
職
員
の
削
減
を

や
め
順
次
正
規
職
員
を
増
や
す

こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た

県
内
各
地
で
宣
伝
カ
ー
を
運
行

し
音
の
出
る
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
静
岡
地
区
労
連
も
西
部
地

区
労
連
同
様
に
静
岡
市
や
商
工

会
議
所
へ
の
要
請
行
動
や
宣
伝

カ
ー
で
の
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

今
春
闘
で
は
、
ス
ト
を
構
え

る
な
ど
、
た
た
か
っ
た
と
こ
ろ

で
経
営
者
に
賃
上
げ
の
姿
勢
を

つ
く
ら
せ
高
い
回
答
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
。
春
闘
後
半
で
も

ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
た
た
か
い
を

強
化
し
、
昨
年
の
最
賃
引
き
上

げ
水
準
に
と
ど
ま
る
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
賃
上
げ
や
、
回
答

見
送
り
が
相
次
ぐ
ケ
ア
労
働
者

の
賃
上
げ
実
現
に
向
け
た
奮
闘

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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３
月
18
日
、
東
京
高
等
裁
判

所
で
生
存
権
（
い
の
ち
の
と
り

で
）
裁
判
第
１
回
口
頭
弁
論
が
、

開
廷
さ
れ
ま
し
た
。

「
静
岡
生
存
権
裁
判
を
支
援
す

る
会
」
一
行
は
、
浜
松
か
ら
バ

ス
を
仕
立
て
東
京
高
等
裁
判
所

前
で
宣
伝
行
動
を
行
い
、
直
接

駆
け
付
け
た
人
を
含
め
て
、
50

名
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

原
告
の
山
本
定
男
さ
ん
は

「
生
活
保
護
費
が
５
千
円
も
下

が
っ
て
い
ま
す
。
物
価
高
の
お

り
、
１
万
５
千
円
位
上
げ
て
欲

し
い
で
す
」
小
野
川
泰
さ
ん
は

「
約
３
千
円
も
減
額
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
復
帰
の
為
に
生
活
保

護
費
を
前
の
基
準
に
戻
し
て
く

だ
さ
い
」
と
意
見
陳
述
し
ま
し

た
。
阿
部
弁
護
士
が
、
追
加
の

陳
述
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
、

進
行
協
議
を
行
い
、
次
回
の
期

日
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

終
了
し
て
か
ら
、
東
京
弁
護

士
会
館
の
ロ
ビ
ー
で
報
告
集
会

を
行
い
、
帰
り
の
バ
ス
で
は
、

参
加
者
か
ら
原
告
の
「
勇
気
を

出
し
て
の
陳
述
は
素
晴
ら
し
い
」

「
原
告
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

の
訴
え
を
裁
判
官
は
、
よ
く
聞

い
て
い
た
よ
う
に
思
う
」
等
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

静岡県労働組合評議会
〒420-0851

静岡市葵区黒金町55番地
交通ビル3階

TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973
Eﾒｰﾙ kenpyo@cy.tnc.ne.jp
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大
企
業
の
内
部
留
保
が
５
３
０
・
５
兆
円
と
過
去
最
高
で
、

実
質
賃
金
は
33
年
間
で
最
低
で
す
。
岸
田
政
権
の
2
年
間
で

実
質
賃
金
は
14･

3
万
円
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
大
企

業
が
満
額
回
答
を
示
す
中
、
中
小
企
業
で
働
く
労
働
者
や
非

正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
真
の
勝
利
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
物
価
高
騰
を
乗
り
越
え
る
大
幅
賃
上
げ
へ
、

民
間
・
公
務
の
労
働
者
の
団
結
し
た
、
た
た
か
い
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

県評しずおか

全
国
統
一
行
動
日
に

県
内
集
中
行
動

駅
地
下
道
で
の
訴
え

通信労組のみなさん

一丸となって勝訴を
勝ち取ろう！

２４春闘 『大幅賃上げ』『今すぐ最賃１５００円』の実現を

５月１日はメーデー
５月３日は憲法記念日
各地の会場はこちらから

生存権裁判東京高裁第１回口頭弁論

東京高裁前での宣伝行動

化学一般川口薬品支部のみなさん

国労の駅地下道での宣伝

福祉保育労の宣伝

3.14

県評の宣伝カー JCHO労組の朝ﾋﾞﾗ



最
低
賃
金
は
全
国
加
重
平
均

で
１
０
０
０
円
を
超
え
る
と
こ

ろ
ま
で
き
ま
し
た
が
、
地
域
間

格
差
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
岸

田
首
相
は
、
２
０
３
０
年
代
半

ば
ま
で
に
最
低
賃
金
額
が
全
国

加
重
平
均
で
１
５
０
０
円
に
な

る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
現
行
最

低
賃
金
の
最
低
額
が
１
５
０
０

円
に
な
る
の
は
16
年
か
か
り
、

格
差
を
温
存
し
た
ま
ま
、
低
賃

金
労
働
者
と
地
域
経
済
の
疲
弊

を
放
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
別
最
低
賃
金
制

度
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
異
常

に
低
い
最
低
賃
金
を
世
界
水
準

に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

日
本
の
地
域
別
最
低
賃
金
は

深
刻
な
地
域
間
格
差
を
生
ん
で

い
る
不
合
理
な
仕
組
み
で
す
。

地
域
間
格
差
を
解
消
し
、
世
界

で
あ
た
り
ま
え
の
全
国
一
律
制

に
是
正
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
全
国
一
律
に
す

る
こ
と
で
、
現
在
、
あ
ま
り
に

も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
最
低

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
実

現
で
き
ま
す
。
労
働
者
・
国
民

か
ら
「
党
派
を
こ
え
、
政
治
の

責
任
で
最
低
賃
金
を
全
国
一
律

に
し
て
、
賃
金
底
上
げ
を
」
の

世
論
を
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

当
日
の
行
動
で
は
、
ユ
ー
コ
ー

プ
労
組
や
福
祉
保
育
労
が
職
場

で
終
日
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
、

最
賃
全
国
一
律
制
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
西
部
地
区
労
連
は

9
日
の
執
行
委
員
会
で
全
労

連
の
最
賃
学
習
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
最
賃
署
名
取
り
組
み
の
意
義

を
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
夜
に

は
Ｘ
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
デ
モ
を
行

い
ま
し
た
。

6
月
4
日
に
は
静
岡
労
働

局
へ
要
請
の
予
定
で
す
。
静
岡

労
働
局
へ
提
出
す
る
署
名
の
目

標
は
１
万
筆
で
す
。
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
、
異
常
な
物
価
高
騰
で
、

労
働
者
・
市
民
の
暮
ら
し
が
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
物
価
高
騰
に
負
け
な
い
賃

上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
静
岡

県
評
は
、
県
と
経
営
者
団
体
５

団
体
（
商
工
会
議
所
連
合
会
・

中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
商
工

会
連
合
会
・
中
小
企
業
家
同
友

会
・
経
営
者
協
会
）
に
対
し
要

請
・
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

3
月
15
日
、
静
岡
県
労
働

雇
用
政
策
課
に
「
２
０
２
４
年

春
闘
に
あ
た
っ
て
の
要
請
」
を

行
い
、
大
幅
賃
上
げ
な
ど
８
項

目
に
つ
い
て
要
請
を
行
な
い
ま

し
た
。
今
年
は
1
月
1
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
受

け
県
の
「
防
災
体
制
の
強
化
」

の
た
め
自
治
体
職
員
の
増
員

や
避
難
所
の
環
境
整
備
な
ど

の
項
目
の
要
求
も
行
い
ま
し

た
。
菊
池
議
長
は
「
異
常
な

物
価
高
騰
で
労
働
者
の
生
活

は
厳
し
く
、
特
に
非
正
規
労

働
者
や
女
性
労
働
者
は
困
窮

し
て
い
る
。
誰
も
が
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
県

と
し
て
の
支
援
対
策
の
強
化

を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
請

の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

経
営
者
団
体
に
は
「
異
常

円
安
と
急
激
な
物
価
高
騰
の

中
で
の
、
労
働
者
・
県
民
の

い
の
ち
と
く
ら
し
、
地
域
経

済
を
守
る
課
題
で
の
懇
談
の

お
願
い
」
と
し
て
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
は
賃
金
の
底

上
げ
や
、
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
実
現
、
地
域
を
基
礎
に
、

中
小
企
業
支
援
の
強
化
な
ど
地

域
循
環
型
の
経
済
・
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
」
な
ど
を
要

請
し
懇
談
し
ま
し
た
。
各
経
営

団
体
か
ら
は
「
賃
上
げ
を
実
施

す
る
意
思
は
あ
る
が
、
物
価
高

騰
分
の
経
費
を
価
格
へ
転
嫁
す

る
こ
と
が
難
し
い
」
「
大
企
業

の
中
小
企
業
へ
の
発
注
価
格
の

適
正
化
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
と
被
爆
者
援

護
を
訴
え
な
が
ら
、
全
国
と
被

爆
地
広
島
・
長
崎
を
つ
な
い
で

歩
く
２
０
２
４
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
が
5
月
6

日
か
ら
8
月
4
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
静
岡
県
内
は
5

月
19
日
か
ら
31
日
ま
で
。

今
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ

ザ
で
侵
略
と
住
民
虐
殺
の

戦
争
が
や
ま
ず
、
核
兵
器

で
の
脅
し
や
増
強
・
「
近

代
化
」
が
続
く
一
方
で
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
存
在

感
が
増
し
、
世
界
各
地
で

ス
ト
ッ
プ
戦
争
、
国
連
憲

章
守
れ
、
核
兵
器
な
く
せ

の
声
が
大
き
く
広
が
る
中

で
行
わ
れ
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
国
は
こ
の
3
年
で
70
、

署
名
国
は
93
か
国
と
な
り
、

世
界
の
過
半
数
に
達
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本

の
参
加
を
求
め
る
「
非
核
日
本

キ
ャ
ン
パ
ー
ン
」
に
取
り
組
み

な
が
ら

8

月

の
原
水

爆
禁
止

世
界
大

会
の
成

功
を
目

指
す
た

め
平
和

行
進
に

参
加
し

と
も
に

歩
き
ま

し
よ

う
。
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3
月
14
日
、
定
例

研
究
会
が
開
催
さ
れ

「
日
本
医
療
総
研

『
社
会
保
障
と
運
動

の
連
携
部
会
』
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

と
題
し
て
、
日
本
医
療
総
研

か
ら
村
田
隆
史
氏
、
名
嘉
圭

太
氏
、
磯
野
博
氏
が
参
加
し

ま
し
た
。
社
会
保
障
や
社
会

福
祉
に
関
す
る
研
究
分
野
で

は
労
働
運
動
や
社
会
運
動
に

言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
運
動

団
体
の
中
で
参
加
者
の
固
定

化
や
高
齢
化
は
顕
著
で
あ
り
、

運
動
団
体
の
実
践
を
い
か
に

次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
様
々
な
団
体
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
は
静
岡
県
労
働
研
究
所
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。静

岡
県
労
働
研
究
所
は
静

岡
県
評
と
は
日
常
的
に
情
報

交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

定
例
研
究
会
に
各
労
組
の
活

動
家
が
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

研
究
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
特
に
若
手
研
究
者
に
報

告
を
依
頼
す
る
こ
と
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
の
政
策

的
な
課
題
は
労
働
組
合
の
社

会
的
影
響
力
の
強
化
と
、
ま

と
も
な
働
き
方
を
実
現
す
る

た
め
の
課
題
で
す
。

こ
れ
ま
で
最
低
生
計
費
試

算
調
査
を
静
岡
県
評
と
協
力

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
全

労
連
の
中
で
も
、
ロ
ー
カ
ル

セ
ン
タ
ー
が
自
前
で
最
低
生

計
費
調
査
を
行
え
る
所
は
少

な
く
、
静
岡
労
研
所
長
の
中

澤
氏
が
各
地
に
出
向
い
て
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
低

生
計
費
は
全
国
で
ほ
と
ん
ど

違
い
が
な
く
、
最
低
賃
金
１

５
０
０
円
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
的
共
通
認
識

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

静岡県労働研究所
No.82

１
．
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

共
産
党
の
山
下
議
員
が
3

月
21
日
の
参
院
環
境
委
員

会
で
告
発
し
た
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、

1
万
種
以
上
あ
り
、
自
然

に
は
分
解
さ
れ
ず
、
人
体

や
土
壌
な
ど
に
長
期
間
残

留
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や

ア
ス
ベ
ス
ト
並
み
の
毒
性

が
あ
り
、
EU
の
欧
州
化
学

品
庁
は
す
べ
て
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
製
造
・
使
用
を
禁
止

す
る
案
を
提
出
し
て
い
る

こ
と
は
前
号
で
述
べ
ま
し

た
。
今
回
の
告
発
は
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
製
造
、
販
売
、
使

用
し
て
い
る
企
業
が
ほ
ぼ

す
べ
て
の
都
道
府
県
、
２

０
０
を
超
え
る
自
治
体
に

存
在
す
る
と
い
う
点
で
す
。

日
本
で
は
ま
だ
3
種
類
し

か
規
制
さ
れ
て
お
ら
ず
、

環
境
大
臣
は
欧
州
で
の
動

き
に
対
す
る
特
別
な
対
応

は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁

し
ま
し
た
。

２
．
こ
れ
ま
で
、
米
軍
基

地
、
自
衛
隊
基
地
、
大
阪

ダ
イ
キ
ン
工
業
、
半
導
体

企
業
周
辺
に
拡
が
っ
て
い

る
と
前
回
述
べ
ま
し
た
。

告
発
で
は
２
０
０
自
治
体

超
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
製
造
、

使
用
、
販
売
す
る
企
業
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

静
岡
で
は
静
岡
市
、
浜
松

市
、
富
士
市
、
掛
川
市
、

藤
枝
市
、
裾
野
市
、
御
殿

場
市
、
磐
田
市
が
そ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

３
．
環
境
省
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
製
造
・

販
売
す
る
企
業
名
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
拒
否
し

ま
し
た
。
米
軍
は
自
治
体

の
立
ち
入
り
調
査
を
拒
否

し
て
い
ま
す
。
早
急
に
本

格
的
な
調
査
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

４
．
こ
の
一
連
の
経
過
は

ア
ス
ベ
ス
ト
被
曝
被
害
の

時
と
大
変
よ
く
似
て
い
ま

す
。
後
年
に
重
大
な
被
害

を
発
生
さ
せ
た
教
訓
が
無

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
背
景

に
は
例
え
ば
住
友
化
学

（
株
）
が
２
０
２
２
年
に

自
民
党
に
５
０
０
０
万
円

を
企
業
献
金
し
て
い
る
な

ど
、
政
治
と
金
の
問
題
が

あ
る
と
も
指
摘
し
て
さ
れ

て
い
ま
す
。

全
国
一
律
最
賃
制
度
へ

法
改
正
を
実
現
し
よ
う

4
・
10
最
賃
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー

社
会
保
障
と

労
働
運
動
の
連
携

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.101

深
刻
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）
汚
染

報
告
す
る
村
田
氏

最賃シール投票の様子

春
闘
要
求
で
静
岡
県
・

経
営
者
団
体
と
懇
談

最
賃
全
国
一
律
制
へ
の

署
名
に
取
り
組
む
参
加
者

核
兵
器
の
な
い
非
核
平
和
の

日
本
め
ざ
し
と
も
に
歩
こ
う

２
０
２
４
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

要請書を県に提出する菊池議長

一コマ漫画

静
岡
県
評
・
静
岡
地
区
労
連
・
パ
ー
ト
臨
時
連
絡
会
は
4

月
10
日
静
岡
市
青
葉
公
園
に
て
最
賃
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー

を
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
日
は
最
賃
全
国
一
律
制
を
求
め
る

署
名
や
「
最
賃
全
国
一
律
制
度

賛
成
＆
反
対
？
」
と
問
い
か

け
る
シ
ー
ル
投
票
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
行
動
に
は
16
人

が
参
加
し
、
署
名
は
21
筆
集
ま
り
ま
し
た
。


